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評価の理由 課題と次年度の取り組み方針 決算額 評価の理由 課題と次年度の取り組み方針 決算額 評価の理由 課題と次年度の取り組み方針 決算額

1.多様性を認めあい、社会とつながる環境づくりの推進

1.共生の意識を高める取り組みの推進

7

事業 B

コロナ禍のため、定員を制限し
たうえで、事業を実施し●●●
人が参加した。地域福祉の課題
等について参加者へ情報提供
することができ、事業が概ね進
捗した。

200

事業 A

セミナーを予定通り、実施し、
昨年を上回る、●●●人が参
加した。地域福祉の現状につい
て幅広く情報提供することが
でき、事業が着実に進捗した。

210

事業

仙台市社会
福祉協議会

課題 課題 課題

連携 B

実施にあたっては、各関係機関
と連携できているが、連携先が
固定化している。幅広い枠組み
の中で、連携ができるよう、拡
充を図ることを検討している
ため。

連携 A

事業実施にあたり、既存の連携
先だけに留まらず、新たな連携
先のアプローチを行い、関係の
拡充を図ることができた。 連携

地域福祉セミ
ナー

地域福祉への理解
を深めることを目
的に、幅広い市民
を対象に地域福祉
の現状や課題につ
いての情報提供を
行うセミナーを開
催する。

【課題】
コロナ渦により、定員等が制限
されており、参加者への情報
提供の場が限られている。

【取り組み方針】
開催にあたっては、会場に参
集する形のみでの実施をだけ
でなく、動画配信等のコンテン
ツを充実させて、発信の強化
を行う。

【課題】
多様な市民への参加を促して
いるが、参加者の属性に偏り
がある。

【取り組み方針】
地域福祉への理解を深めても
らうため、多様な主体を引き
込んでの開催ができるよう、
幅広い参加者を募るための効
果的な方策を検討する。

令和4年度実績令和3年度実績 担当
局

担当課

評価 評価 評価

せんだい支えあいのまち推進プラン　個別事業評価　記入例(案)

事業番号 事業名 事業内容

令和2年度実績【参考】

【事業】、②【課題】、③【連携】のそれぞれの

自己評価に対して評価の理由を記入してください。

文字数の目安は60字程度4行ほどでご記入ください。

【記載例】
- 着実に進捗した。

- ○○○であったが、概ね進捗した。

- ○○であり、進捗が遅れている。

- 〇〇のため、大幅に進捗が遅れている。

など、評価と対応した4段階で記入してください。

※実績値がある場合、評価と対応した実績値も

記入してください。

【課題】

解決が必要な現在の具体的な課題を

記入してください。

【取り組み方針】

現在の課題に対して、次年度、どのよ

うな取り組みを行っていくか、今後の

方針についてご記入ください。

⇒翌年度、前年度記載の課題に対して

の取り組み状況を評価していただき

ます。

評価の理由自己評価 課題と次年度の取り組み方針

翌年度(令和5年度)、記入していただくため、記載は不要です。
担当局 ・ 担当課に

ついてご記入くださ

い。

翌年度、記入していただくため、

記載は不要です。

令和2年度時点での実績について、可能な限り記載をお願いします。

令和4年度は計画初年度評価となる

ため、令和2年度実績【計画開始前】と

令和3年度実績【計画初年度】について

記載をお願いいたします。

令和4年度評価について

記載は不要です。

評価指標に基づき、①【事業】、②【課題】、③【連携】の3点について、それぞれの観点からの

自己評価をお願いします。

【評価指標】
下記の指標に基づき、S・Ａ・Ｂ・Ｃで記入してください。

①【事業実施の評価】・・・【事業】

予定していた事業の実績について、進捗を評価してください。

＜S＞ 予定を上回る実績や進捗があった【予定に対する実績又は進捗率100％超】

＜A＞ 予定通りの実績や進捗があった 【同80%以上】

＜B＞ 実績や進捗が予定を下回った 【同60％以上】

<C＞ 実績や進捗が予定を大幅に下回った。または実施できなかった【60％未満】

②【課題への取り組みの評価】・・・【課題】

前年度、事業の課題となっていた事柄に対する取り組み状況について、進捗を評価してください。

＜S＞ 課題への対応に取り組み、課題の解決が図られた。または、課題の解決へ大きく前進した。

＜A＞ 課題への対応について具体の取り組みを進めた。

＜B＞ 課題への対応策の検討を進めた。

<C＞ 課題への対応に手をつけられなかった。

③【庁内外の連携状況の評価】・・・【連携】

★庁内外の連携を図っている事業については、併せてご回答ください。

＜S＞ 現時点で想定しうる必要な連携先と十分な連携ができており、事業実施において十分な

効果を得ている。または、事業実施のための一定の連携はできているが、既存の連携先との

関係強化や連携の工夫、新たな連携先の開拓に取り組み、事業の効果を一層高めることが

できた。

＜A＞ 事業実施のための一定の連携はできている。加えて、事業の効果を一層高めるため、既存の

連携先との関係強化や連携の工夫、新たな連携先の開拓に努めた。

＜B＞ 事業実施のための一定の連携はできている。事業の効果は十分ではないものの連携拡充等

の取組みは行わなかった。

<C＞ 連携の内容や範囲が十分でなく、事業の効果が想定を大幅に下回っている、あるいは事業の

実施に支障が出ているものの、連携の拡充には取り組まなかった。

令和2年度時点で把握していた

課題や、課題に対しての取り組み

方針を決めていた場合、ご記入

ください。


